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< ラプラス変換 1 >

関数 f(t)のラプラス変換は

[f(t)] =

Z ∞
0

f(t)e−stdt

である。ここで sは一般には複素数 σ + ixで，その実数部分 σ が正の数である。(これを

Re(s) > 0と書く) ただし，ラプラス変換を求めるときには，複素数であることを意識しな

くても良い。sを正の定数と考えて，計算しても良い。
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(注)ここで
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= 0 ，

であり，ロピタルの定理より
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となる。

問 次のラプラス変換を求めよ

(1) [1]

(2) [e−t]

(3) [eit]


